
メ
ヲ
ト
イ
ハ

に
在
る
。

夫
婦
岩

モ
ウ
ソ
ウ
ダ
ケ

丞
宗
竹

金
神
的
丸
の
詑
宗
竹

J4
筋
日
を
以
、
巾
納
言
明
恥
よ
り

円
安
山
中
行
口
被
仰

付
、
彼
明
盟
什
有
之
上
は
粥
不
可
有
締
役
、
年
来
公
的

へ
上
之
、
箆
笠
役
班
附
JL
御
用
等
不
可
有
無
沙
汰
省

也。
』
と
見
え
る
か
ら
、
円
安
裕
行
は
民
邸
の一一
ハ川
容
鋭

利
を
挙
る
も
の
で
あ
っ
た
ら
う
。

メ
ヤ
ス
パ
コ
目
安
箱

こ
)
加
別
口
市

l
一
大
明
五

年
九
且
官
五
H
街
町
山
を
公
取
引
制
門
の
約
、
土
桝
際
に

む
い
て
、
そ
の
制
限
内
を
附
侠
前
川
服
従
に
殺
さ
し
め

た
が
、
翌
年
改
訟
に
よ
・
り
之
を
脱
し
た
。
こ
の
紺
円
聞

は
円
安
初
で
あ
る
。
明
治
川
年
十
一
万
二
十
日
前
川

桜
町
a

が
叫
凶
な
金
抑
制
木
怖
に
投
け
た
と
い
ふ
も
、

亦
そ
れ
に
同
じ
い
。

。
一
〉
大
刑
事
寺
滞
1
文
化
二
年
=
一
且
前
川
利
考
が
部
和

を
郎
前
に
懸
け
た
と
あ
る
諒
箱
も
、
ま
た

n安
稲
の

こ
と
で
あ
る
が
、
利
場
付
他
川
光
政
の
山
山
政
を
欣

ω

し
て
、
そ
れ
に
倣
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

メ
号
ガ
ハ
女
良
川

中U
9

側
主
山
川中
の
内
の

・4
r
1
0

メ
ヲ
ト
バ
シ
夫
婦

橋

能

袈
郁
三
坂
に
於
け
る

大
日
川
の
椛
紫
で
あ
る
。
停
の
一
方
か
ら
河
中
の

E

宕
に
畑
出
し
、
認
に
そ
こ
か
ら
樹
停
に
架
す
る
。

メ
ン

兎
加
れ
閉
山
の
犯
は
他
閉
山
の
凶
付
に
お
り
、

川
地
の
抗
日
に
到
し
て
百
姓
の
上
納
す
る
犯
の
比
率

を
い
う
た
。
元
茶
話
は
公
納
の
訟
で
は
な
〈
、
百
姓

作
徳
の
容
の
こ
と
で
、
務
中
山
か
ら
之
を
犯
と
い
う
た

の
で
あ
る
。
然
る
に
殴
長
十
一
年
間
引
の
文
部
か
ら
免

の
字
混
は
従
来
と
全
く
制
反
し
、
領
主
の
取
筒
即
ち

牧
納
一
年
を
指
し
て
い
ふ
こ
と
h

な
り
、
草
お
に
犯
を

采
じ
た
る
も
の
を
物
成
何
石
何
斗
と
刑
判
判
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

メ
ン
ア
ヒ

菟
相

務
政
時
代
に
、
見
印
ち
問
租

の
応
部
を
い
う
た
の
で
、
先
A
円
と
耐
刊
か
れ
る
こ
と
も

あ
る

o
mに
必
と
い
ふ
も
殆
ど

m
m拍の
総
と
し
て
用

ひ
ら
れ
る
。

メ
ン
キ
ロ

て
長
氏
に
仕
へ

、
食
椴
百
石
を
得
、
命
に
よ
っ
て
毛

受
氏
に
閉
山
し
た
。
そ
の
家
に
毛
受
氏
料
志
あ
っ
て
肪

介
の
功
栄
を
偲
へ
て
ゐ
る
。

メ
ン
ジ
ユ
カ
ツ
ノ
リ
毛
隻

一
徳
迎
抑
制
主
語
、

議
胞
と
鋭
し
た
。
毛
受
氏
は
肘
々
長
氏
の
箇
帥
で
あ

っ
た
が
、

一
一徳は
山
川
氏
よ
り
入
っ
て
三
叔
の
後
を

受
け
、
県
を
好
ん
で
港
に
そ
の
M
M
艶
と
な
っ
た
。
文

化
十
三
年
五
月
十
一
点
目
四
十
八
訟
を
以
て
娘
。

メ
ン
ジ
ユ
ノ
リ
ヨ
シ
毛
受
伯
一
極
辺
都
忠
三
郎
・

班
助
。
初
訴
は
好
生
。
搭
苧
と
蹴
し
た
。
士
山
崎
哲
一
徳

の
子
で
、
間
同
小
を
好
み
、
務
の
老
医
長
氏
の
仰
と
な

り
、
弘
化
三
年
明
倫
堂
の
加
助
教
に
召
出
さ
れ
、
迭

に
厳
百
二
十
石
を
受
け
て
組
外
に
列
し
、
助
教
に
進

み
、
安
政
周
年
間
五
且
十
凶
日
六
十
七
践
を
以
て
夜

し
た
。

タメ

ンン

臥
京
都
県
川
の
内
の

克
谷

メ
ン
h
F
-

一

、
売
。

J
q

d
ゴメ

ン
チ
ガ
ヒ
ダ
カ

分
卦
向
。

メ
ン
デ
ン

菟
切

ー
ヒ
キ
メ
ン

1
1
ペ
U
O

ロU
E
4
HJ

江
抑
制
仰
小
範
明
聞
の
保
巾

メ
ン
ジ
ユ
カ
ツ
ス
ケ
毛
安
勝
介

前
は
苦
糾
又

は
京
政
o
陥
採
在
日

m
m抑
制
村
の
爺
o
十
二
依
に
し

て
柴
川
勝
家
に
仕
へ

、
治
に
一
向
石
を
節
し
た
o
勝

家
の
抑
，
椴
役
に
敗
れ
て
斑
に
自
M
A

せ
ん
と
し
た
時
、

勝
介
は
そ
の
抱
，
庄
に
問
。
た
る
後
雌
決
せ
ん
乙
と

を
励
め
、
自
ら
紡
家
の
馬
印
を
柿
ひ
、
弟
肪
兵
衛
と

共
に
抗
十
騎
を
率
ゐ
て
茶
円
山
に
附
し
た
。
羽
柴
努

出
口
の
ほ
之
を
見
て
勝
山
北
で
あ
る
と
信
じ
、
木
下
牢
右

衛
門
・小
川
左
平
次
等
進
ん
で
伽
織
し
、
左
手
次
は

迭
に
勝
介
を
筏
た
。
勝
介
の
子
茂
左
術
門
、
後
牢
決

し
て
加
れ
石
、
仙
の
地
に
伎
し
、
本
姓
を
避
け
て
三
井

氏
を
漉
し
た
が
、

一
女
あ
っ
て
、
も
と
抽
出
弁
長
政
の

鍛
勉
大
怖
で
あ
っ
た
石
黒
左
衛
門
の
後
な
る
某
を
夫

と
し
た
。
拡
乃
ち
三
到
氏
を
口
し
、
都
民
(
又
は
就

竪
V

と
脱
し
て
留
を
識
と
し
、
後
附
問
氏
の
老
臣
民

民
の
御
附
糸
と
な
っ
た
。

m
山
氏
の
子
三
叔
亦
殴
を
以

克
典
逼
一
品

ー
プ
ン
ヶ
.u

p
カ

メ
ヲ
ト
ス
ギ

部町問。

自里
杉

石
川
巾
川
仲
川
正
に
制
す
る

克
回

布
川
州
相
官
丸
の
内
の
小
字
。

メ
ン
一ア
ン

克
回

初
咋
制
抑
水
大
俗
正
に
邸
す

る
朗
副
首
問
。
永
松
ご
年
一
泊
且
十
五
日
三
宅
鹿
市
の
能
有

一
宮
に
討
す
ろ
間
前
進
紋
に
、
抑
水
先
制
村
と
あ
る
。

メ
ン
デ
ン

菟
四

期
制
咋
部
鎚
打
郷
に
臨
す
る
部

首
問
。
明
治
中
改
め
て
北
山
地
問
と
し
た
。

メ
ン
デ
ン
ガ
ハ

克
田
川

待
日
。

メ
ヲ
ト
ス
ギ
ダ
イ

コ

ン

甥
杉
大
根
石
川
抑
制
帥

杉
に
筏
す
る
大
艇
は
、
側
斜
に
効
が
あ
る
と
い
は
れ

た
。
加
到
芯
例
に
、
こ
れ
は
mm
し
て
む
よ
り
の
恥
で

あ
ら
う
か
と
あ
る
。

メ
ヲ
ト
ダ
キ

女

夫
瀦
石
川
仰
制
使
谷
に
程
ろ
。

加
れ
古
跡
考
に
、
こ
の
槌
は
制
上
よ
り

一
統
に
綜
ち

て
、
中
山
明
よ
り
二
流
と
な
り
、
そ
の
刊
さ
十
四
五
川
間

前
で
あ
る
と
砲
す
る
。

メ
ヲ
ト
ダ
キ

雌
雄
総

邸
主
制
傑
比
釦
に
在
っ

て
、
雌
は
二
凶
米
、
雌
は
間
取
米
。
制
の
上
に
嗣
が

あ
っ
て
大
仰
の
首
を
安
む
す
る
。

-
+
オ
ホ
ミ
ガ
ハ

モ

メ
ヤ
l

号
ウ

は
、
明
和
三
有
閣
制
端
付
足
料
問
木
布
太
夫
が
、
江
戸

か
ら
之
を
到
し
て
庭
削
に
舶
会
た
が
、
好
結
果
4
T
仰

な
か
っ
た
の
で
、
同
七
年
一
作
び
砂
入
し
た
も
の
で
あ

る
と
い
は
れ
る
。
安
永
巾
右
太
夫
そ
れ
を
石
川
m
Jl

一
桜
及
び
政
野
に
分
か
ち
、
次
い
で
別
加
の
山
地
に

移
植
せ
ら
れ
、
右
太
夫
の
子
内
山
孫
三
郎
も
亦
焔
益

に
総
力
し
て
、
天
明
巾
に
は
令
枠
内
外
の
品
川
特
大
に

而
円
を
収
め
た
。

モ
ウ
ヨ
ウ
シ
ヨ
開
却
益
客
二
加
。
間
以
誌
編。

上
容
は
宋
の
朱
設
の
小
限
の
凶
僻
・向
山
出
羽
田
院
肘

示
・鴨
川
謀
術
知
の
=
一
組
、
下
谷
は
ぽ
の
卒
、
前
の
蕊
求

の
中
か
ら
選
ば
れ
た
も
の
で
、
討
品
目
は
そ
れ
に
問
到

な
る
訓
舗
を
胞
し
、
自
序
を
訟
へ

、
門
下
の
攻
科
討

に
宛
て
る
錦
、
天
保
五
年
に
於
い
て
刊
行
し
た
も
の

で
あ
る
。

大

モ
ウ
ラ

藻
浦

悶
京
地
皆
月
の
西
出
、通
ヶ
ぬ
の

悶
方
な
る
入
刊
で
あ
る
。
能
殺
誌
に
、『
佼
b
の
捕
と

い
ふ
に
義
経
の
み
終
日
仰
と
て
あ
り
。
化
治
問
自
主
持

あ
る
開
聞
な
り
o
b

と
い
」
茂
h

り
の
捕
も
こ
れ
に
同
じ

、。L モ
ウ
リ
ア
キ
マ
ス
毛
利

詮

釜

泌
総山
中
之
助
。

見
文
十
一
日
中
泌
訟
の
間
続
帳
に
依
れ
げ
、
制
(
久
毛
利

吉
兵
衛
は
、
浅
野
但
山
内
守
に
仕
へ
て
一
泊
刊
石
を
賜
は

り
、
世
入
毛
利
助
太
夫
は
努
加
に
竹
へ

、
日
凶
に
来
っ

た
後
笹
山
平
と
抑
制
し
、
W
H

文
元
年
政
人
の
ま
L

病
死
し

た
が
、
詮
凡
叫
は
覧
永
十
入
年
前
川
利
九日
山
に
仕
へ
て
小

小
抑
と
な
b
、
正
保
元
年
射
手
県
力
に
料
じ
、
知
行

百
石
料
引
十
石
を
受
け
た
と
あ
る
。
旅
品
川
、
利作山
の

mm'に
説
い
て
自
ら
見
聞
す
る
加
を
鈴
し
、
之
そ
拾

窃
名
古
犯
と
総
し
た
。
口
叫
が
四
年
十
二
万
入
日
五
十

九
訟
を
以
て
別
問
。

子
wm
三
代
木
工
兵
術
先
監
の
後
断

絶
し
た
。

モ
ウ
リ
ウ
エ
モ
ン

毛
利
字
右
衛
門

山
中
之
助
松

八
四
七


